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所得格差、生産性

所得格差はやや拡大 日米の生産性格差は拡大
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1980 1985 1988 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

就業者1人当たり労働生産性 67.4 72.1 77.3 79.9 71.7 70.3 70.4 70.4 69.4 65.7 66.4 66.0 67.0 67.8 65.9 66.4 64.6 63.3 60.7 58.4 55.7 53.3

就業1時間当たり労働生産性 54.4 59.5 64.5 69.0 71.3 68.4 67.9 67.5 66.5 63.7 63.9 64.4 65.1 66.9 65.4 66.9 65.1 64.1 62.8 61.8 60.7 58.7
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1⼈当たりGDPと所得の中央値（名⽬値） 1985年＝100

1⼈当たりGDP 所得の中央値

（出典）宮川・滝澤（2023） （出典）公益財団法人 日本生産性本部（2022）



有形・無形資産投資

有形資産投資は停滞
無形資産の中でも人への投資
は停滞
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労働⽣産性上昇率の要因分解

労働の質向上 労働時間あたり資本投⼊の寄与 TFPの寄与 労働⽣産性上昇率

（出典）JIP2021データベース

⽇本 アメリカ イギリス
1997-2007 2008-2018 1997-2007 2008-2018 1997-2007 2008-2018

ソフトウェア・データベース投資/GDP 1.7% 2.0% 1.7% 2.1% 1.8% 2.0%
R&D投資/GDP 3.1% 3.4% 2.9% 3.1% 1.5% 1.8%
⼈的資本投資/GDP 0.4% 0.3% 1.0% 1.0% 1.3% 1.6%
無形資産投資/GDP 9.9% 9.9% 14.0% 15.9% 13.8% 15.1%

イタリア ドイツ フランス
1997-2007 2008-2018 1997-2007 2008-2018 1997-2007 2008-2018

ソフトウェア・データベース投資/GDP 1.5% 1.5% 0.7% 0.8% 2.5% 3.0%
R&D投資/GDP 1.2% 1.5% 2.4% 2.9% 2.3% 2.4%
⼈的資本投資/GDP 0.8% 0.8% 1.4% 1.4% 1.2% 1.2%
無形資産投資/GDP 8.6% 9.1% 9.1% 10.1% 13.4% 14.9%

（出典）JIP2021データベース、
EUKLEMS & INTANProd ‐ Release 2021



生産性、投資、資源配分

•相対的貧困率は先進国の中では高く、所得格差も
やや拡大

•賃金上昇は望ましいが、同時に生産性の改善が
なければ、資本蓄積抑制の懸念。日米の生産性
格差は拡大

•有形の設備投資は停滞。無形資産投資も米国ほ
どは増えず（一方で、対外直接投資は増加）。有
形・無形資産投資双方を増やす必要

•日本の資源配分の効率性は悪化（生産性の高い
（低い）企業のシェアは拡大（縮小）していない）、
ただし足元はやや改善。この動きを妨げない政策
が望まれる

4


